
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千 住 消 防 署 

家具の転倒・落下防止はなんで

必要なんだろう・・・？ 

 

 近年、国内で発生した地震被害を調べると、地震で負傷した方のうち３～５割

の方が家具類の転倒・落下・移動によるものとなっています。 

 震度５以上の揺れとなると、棚にある食器類が落ちたり、固定していない家具

が移動したり、倒れることがあります。 

 つまり、家具類の転倒・落下・移動防止対策（以下「家具転対策」という。）は、

死傷者を減らすとともに、地震後の出火防止など大きな効果が得られるのです。 



  

震度と長周期地震動階級 

● 気象庁が発表する震度 

  ある震度が観測されたとき、その周辺で発生する現象や被害等の目安は次のとおりです。 

（気象庁ホームページより抜粋） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家具類の転倒・落下防止対策 

 家具やテレビ、パソコンなどを固定し、店頭や落下防止措置をしておきまし

ょう。また、就寝中の地震発生に備えて寝室の家具は、優先的に転倒防止対策

を実施しましょう。重いものは、下に収納することで家具の重心が低くなり転

倒しにくくなります。 

家具類の移動防止対策 



 

 

 

 

 

 

 頻繁に移動する家具類は、キャスターをロックし、壁と着脱式ベルトなどで

連結しましょう。あまり移動しないキャスター付き家具類は、キャスターに下

皿を敷き、さらに転倒防止対策をしましょう。特に高層階では、家具類の移動

の割合が高くなるので注意しましょう。 


